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【図書フロアからのお知らせ】

千代田区立
日比谷図書文化館

日比谷
野外音楽堂

A7出口

各ゾーン巡回展示「○○論・○○史」
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千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館　
〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  TEL：施設代表 03-3502-3340　
図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：http://hibiyal . jp

c a l enda r 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時　■日祝10時～17時　■休館日

都営地下鉄
● 三田線「内幸町駅」
A7出口  徒歩3分 

東京メトロ
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
「霞ヶ関駅」B2出口
徒歩3分
● 千代田線  
「霞ヶ関駅」C4出口
徒歩3分 
ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場
はございません。 公共交
通機関をご利用下さい。
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淡交社 / 1994年

花鳥風月を中心とした十個のテー
マから科学にも自然に通ずるもの
があると伝えています。ディープな
日本の風情を堪能できます。

学生時代は言語学ではなく、
ラテンアメリカについて専攻
していたという平木さん。

　専門図書館への
　入口講座とは？
さまざまな専門図書館の方を講
師にお迎えして、所蔵資料の紹介
や効果的な使い方など、専門分
野の情報収集の方法について学
ぶ講座です。

3F ブルーゾーン　

【アート・言語・文学】の本を集めたゾーン

各ゾーン
巡回展示

ZONE
PICK UP!

ポモーヌ 2015年　10月号　A4 4P
表紙面 2C  特色  DIC2283

a c c e s s

※展示情報は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n  10

東京、江戸に関する豊富な資料の中から○○論○○史と銘打ち展
示を行います。風景論、建築論、事件史…など東京、江戸の意外な
一面が垣間見えるかもしれません。　　　　（～2016/1/15）

2F
パープル
ゾーン

2F
オレンジ
ゾーン

3F
グリーン
ゾーン

日本論、男性・女性論、経済論など社会科学系やビジネス系の本
を集積したオレンジゾーンならではの切り口で、随時テーマを入
れ替えながら関連本を紹介します。（～11/13）

2F
ホール

日比谷カレッジ 開館4周年記念講演会
「歴史の学び方 －なぜ読書をするのか」 関連展示
「松尾豊さんと考える 人工知能は敵か？味方か？」 関連展示

「私とはなんだろう －アイデンティティ－」（～10/16）
「自分とは何か」をテーマに様々な視点からアイデンティティにま
つわる本を紹介しています。

3F
ホール

『名著複刻全集』「複製ではなく、複刻。」（ガラスケース）
「千代田区生きものさがし 2015」（～10/4）

図書フロアの4つのゾーンでは巡回展示として「○○論・○○史」という共
通のテーマのもと、 各ゾーンの特色を活かしながら、 ○○に当てはまる
言葉を選び、 関連本の展示を行っています。 第2弾のブルーゾーンで
は、このゾーンの特徴である「芸術」、 「文学」、そして「映画」にジャンルを
絞り、 随時テーマや資料を入れ替えながら展示をしていきます。
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予約状況がホームページでご確認できます
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帝国
ホテル

千代田線
日比谷駅
A14出口

〇〇論・〇〇史
まるまる まるまる

予約した本が手元に届くまでの順番がわからなくて困った経験はありませ
んか。こんな時は、日比谷図書文化館のホームページからマイページへロ
グインしていただくと、予約状況照会画面にて確認することができます。

「貸出可能」

「 1 番 目 」

受取館にて本のご用意が
できています。

予約の順位が1番目です。前の
方に貸出中、もしくは受取館へ

配送中などで、まだ本のご用意はできていません。
表示が「貸出可能」に変わるまでお待ちください。

貸出可能の欄に現在の予約順位が表示されます ▶

※館内検索機(OPAC)でも同様にご確認いただけます。 
※上記のサービスをご利用いただくにあたり、事前にパスワードのご登録が必要です。

名作論
映画空間論
ニューシネマ論
恐怖映画論など　　　　　　　　　　

生活絵画史
風俗絵画史
イコノグラフィー論
など　
　　　　　　　　　　

詩歌論
言語論
作家論など　

映画 絵画 文学

Ⅰ … 戯作者曲亭馬琴
Ⅱ … 曲亭馬琴の生活
Ⅲ … 町名主斎藤家と『江戸名所図会』
Ⅳ … 斎藤月岑の文化活動
Ⅴ … 馬琴・月岑をとりまく人々　

14:00～16:00 ウォーキング
「馬琴・月岑の足あと～神田界隈を歩く～」
● 講師：加藤 紫識・滝口 正哉 （区学芸員）（日）

11

14:00～16:00
「『江戸名所図会』の挿絵にみる千代田」
● 講師：鈴木 章生（目白大学教授）

7
（土）

1114:00～16:00
「馬琴・月岑と神田祭」
● 講師：滝口 正哉 （区学芸員）

21
（水）

10

14:00～16:00
「馬琴一家の年中行事」
● 講師：加藤 紫識 （区学芸員）

18
（水）

11

●左記講座いずれも→■会場：日比谷図書文化館
４階 スタジオプラス（小ホール） ■定員：60名 ■受講
料：200円 ■申し込み：往復はがきに ①講座名、②氏
名、③住所、④電話番号を記載し、下記まで郵送してくだ
さい。（1 講座につき１枚、応募者多数の場合は抽選とさせていた
だきます） 〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 日比谷
図書文化館 文化財事務室  ■申込締切：10月14日（水）

■ 会期：平成27年10月13日（火）～11月23日（月・祝）
　 ※10月19日（月）・11月16日（月）は休館日、１1月4日（水）は展示替のため閉室します。

■ 展示室開室時間： 10：00～20：00（月～金）10：00～19：00（土）
 10：00～17：00（日・祝）
■ 会場：１階 特別展示室
■ 問合せ先：日比谷図書文化館 文化財事務室 03-3502-3348

1

10月31日（土）15：00～ ※事前申込み不要落語
左記の日程で１階特別展示室内にて、三遊亭楽麻呂師匠による落語を行います。
時間になりましたら、展示室入口付近にお集まり下さい。

関連講座

展示構成

展示解説

下記の日程で担当学芸員による展示解説を行います。
時間になりましたら、１階特別展示室の入口付近にお集まり下さい。

❶ 10月21日（水）12：30～　❸ 11月11日（水）18：30～
❷ 10月31日（土）13：30～　❹ 11月18日（水）12：30～

（事前申込み不要）
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▲ 『里見八犬伝』犬江親兵衛仁
※表紙背景：長谷川雪旦「神田明神全景図（部分）」（神田神社所蔵）

◀ 『
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名
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四（
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）
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《 日 比 谷 図 書 文 化 館 　 開 館 4 周 年 記 念 講 演 会 》

図書館用語教えて！ 【除籍（じょせき）】図書館の蔵書として登録されていた本を、蔵書記録から抹消すること、およびその事務手続きのこと。対象となるのは、亡失(天災・火災・紛失等)によるもの、破損・汚損のひどいもの、保存年限を超過しているものなどが挙げられる。地域資料や入手困難な資料は除籍対象から外される。

ポモーヌ 2015年　9月号　A4 4P
中面 2C  特色  DIC2283

ポモーヌ広報室より ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

江戸歴史講座第35回  EDO ART EXPO関連講座　
武士の表道具 ―江戸時代の刀剣外装―
講師：池田 宏（東京国立博物館 上席研究員）
江戸時代、武家の象徴でもあった大小の
刀。刀をおさめた柄や鞘、鐔をはじめとした
刀装金具の製作は、技術的にも高度に発達
しました。太刀と刀の相違をはじめ、登城
の際の服装や刀の形式などに触れながら、
刀剣の外装について紹介します。
■ 日時：10月7日（水）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

1
(木)

10

7
(水)

10

お江戸ルほーりー文化講座
覗いてみよう！ 原寸江戸時代～『江戸名所図会』秋・冬編～
講師：堀口 茉純（文化人・タレント）
4月に開催した「江戸名所図会　春・夏編」に続く
第2弾。七夕に秋祭り、紅葉に年の市……今回も
お江戸ル（江戸にくわしすぎるアイドル）ほーりー
こと堀口茉純が、立秋から大寒までの江戸っ子
の暮らしを『江戸名所図会』でクローズアップし
ます！（主催：株式会社ネットアドバンス）
■ 日時：10月１日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

13
(火)

10 日比谷オペラ塾・特別講演会
ブルー・アイランド先生、「アリアの歴史」を語る。
講師：青島 広志（作曲家）　共演：小野 勉（テノール）
さまざまな視点からオペラの魅力を楽しむ「日
比谷オペラ塾」。今回は、2015/2016シーズン
〈前期〉の特別講演会として、作曲家としても大
活躍、テレビでもおなじみの著名なブルー・アイ
ランド氏こと青島広志氏に、オペラにおけるアリ
アの歴史を通して、その魅力を存分にお話いた
だきます。（主催：フェニーチェ劇場友の会）
■ 日時：10月13日（火）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1800円

沃懸地葵紋蒔絵螺鈿打刀（部分）
江戸  19世紀

東京国立博物館

世界の音楽 ～東シベリア・サハと、世界の口琴文化～  
口琴の響き、その宇宙
講師：直川 礼緒 （日本口琴協会代表）
世界中で演奏されているにもかかわらず、表舞台に
登場することがほとんどない楽器、口琴。そんな口
琴を国民楽器とするのが、「世界で一番寒い国」サ
ハ共和国。サハを何度も訪れ旅してきた講師が、サ
ハの人達の口琴に対する思い入れを、写真と口琴の
音色とともにご紹介します。他の諸民族の口琴文
化にも触れ、「たった一つ」の音の中に広がる大きな
宇宙をご体感いただく夕べです。
■ 日時：10月26日（月）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

26
(月)

10

サハの口琴アンサンブル
 （直川氏撮影）

青島 広志

30
(火)

10 日比谷で学ぶ和の文化
「和の香文化」を識る －『源氏物語』と香
講師：稲坂 良弘（香司「香十」前代表・劇作家）
『源氏物語』全五十四帖は、香で語られる人間ド
ラマです。「香」というパスワードでその原文を解
けば、行間に隠されていた真実のページが開きま
す。世界でも唯一、香りという見えないものをテー
マに芸道を創造した日本。その本質と現代にお
ける意味を『源氏物語』を通じて識る講座です。
■ 日時：10月30日（金）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

4
(水)

11 日比谷図書文化館　開館4周年記念講演会
松尾豊さんと考える 人工知能は敵か？味方か？
講師：松尾 豊（東京大学大学院工学系研究科 准教授）
人工知能で世界はどう変わるのか。人工知能研究で
第一人者の講師が、ディープラーニングを含めた最新
動向をお話しします。人工知能は人間を超えるのか、
脅威か福音か。社会的影響から向き合い方までを考
える、未来を読むための2時間です。情報や図書館の
未来像にも迫ります。
■ 日時：11月4日（水）19：00～21：00（18：30より受付）
■ 会場：地下１階  日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名  ■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

28
(水)

10 古事記の成立と神々の世界
講師：三浦 佑之（立正大学文学部教授）
書名はよく知っていても読んだことはな
いというのが『古事記』かもしれません。
その『古事記』の成立や内容について概略
を解説するとともに、神話の一部を紹介
しながら、神話とは何か、神話はなぜ語ら
れるのかを、『古事記』研究の第一人者で
ある講師がわかりやすくお話します。
■ 日時：10月28日（水）19：00～21：00
　（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

28
(水)

10 名作初版本の魅力 －『名著複刻全集』で辿る－
講師：倉 和男（元日本近代文学館編集室長）
明治から昭和初期の近代文学の名作初
版本は、文学と美術が融合したとても美
しい書物です。それらを収集、保存し、原
本のあるがまま複刻刊行（昭和43年～）、
公開、普及を目指したのが日本近代文学
館です。複刻版の編集室長であった倉和
男氏の視点で、それらの魅力を語ります。
■ 日時：10月28日（水）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  ■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

23
(金)

10 記録映画 「変貌―庭をつくる」 上映と講演

『永遠のモダンをめざして
―日本庭園作家・重森三玲の創作世界』
講師：重森 貝崙（文化記録映像監督）
重森三玲は日本の伝統芸術の研究者であり、日本庭園
に関しては、それを実際につくる作家でもあった。作庭は
必ず芸術作品たるべしと主張した。作庭の具体的創作世
界を映画で展開し、さらに東福寺、松尾大社等諸作品
の写真を用いて、彼のめざした「永遠のモダン」を解
説して行く。（協力：日比谷公園ガーデニングショー2015）
■ 日時：10月23日（金）：19:00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円 重森 三玲（しげもり みれい）

22
(木)

10 『平家物語』を、よむ・わかる・かたる（全3回）
第2回『平家物語』を「訳す」ということ
－ピーター ジェイ マクミラン氏を迎えて－
講師：林 望（作家・国文学者）ゲスト：ピーター ジェイ マクミラン（杏林大学客員教授）
『謹訳平家物語』の訳業の難しさや面白さについて林望氏がお話すると
共に、『百人一首』の英訳で世界的に高い評価を得ている日本文学者ピー
ター ジェイ マクミラン氏をゲストに迎え、その独自
の視点から『平家物語』をどう読むかなどを対談形
式で伺います。一部マクミラン氏による「英訳平家」
の英語での朗読も試みます。（主催：上廣倫理財団）
■ 日時：10月22日（木）18：30～20：30（18：00より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民及び学生は
無料） ※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

＜第3回予告＞ 11月26日（木）18:30～20:30
『平家物語』を「語る」という試み －三遊亭金朝師匠を迎えて－
ゲスト：三遊亭 金朝（落語家）（9月25日申込受付開始）

ピーター ジェイ マクミラン

公益財団法人 日本近代文学館

真福寺本古事記－神話冒頭

7
(土)

11 演劇への入口講座  第4回　
小道具から楽しむ歌舞伎
―こだわりのモノづくりにせまる！
講師：近藤 真理子（藤浪小道具株式会社演劇部演劇課係長）
 田村 民子（「伝統芸能の道具ラボ」主宰）

歌舞伎の舞台を支える小道具には、見えな
いところまでのこだわりが強く見られ、日本
人ならではのモノへの思いを特に感じるこ
とが出来ます。そんなこだわりのモノづくり
から、歌舞伎の世界への第一歩を踏み出し
ませんか？実際に使用されている小道具と
共に、小道具のあれこれをお話します。
■ 日時：11月7日（土）14：00～16：00（13：30より受付）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

黒塗り蒔絵入り傾城莨盆・
銀延べ長煙管

21
(水)

10

21
(水)

10 展覧会への入口講座Vol.17  三菱一号館美術館 × 日比谷図書文化館
プラド美術館－フランドル絵画へのいざない
講師：安井 裕雄（三菱一号館美術館学芸グループ副グループ長）
1819年開館のプラド美術館は、ハプスブルク
家、ブルボン家の歴代のスペイン国王の蒐集品
を継承し、所蔵品は王侯貴族の嗜好が色濃く
反映しています。なかでも初来日となるボスを
中心としたフランドル（現在のベルギー、オラン
ダ、フランスの一部）絵画を紹介します。
■ 日時：10月21日（水）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）　
■ 定員：200名 　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

＜次回予告＞ 
12月3日（木）19:00～20:30
展覧会への入口講座Vol.18 出光美術館×日比谷図書文化館
「ジョルジュ・ルオー 
－作品の魅力と日本における人気の秘密をさぐる」

HIBIYAイノベーション・キャンパス2015　ワークショップ実践編：
『イノベーティブ思考が育つワークショップのデザイン』
講師：富田 欣和（慶應義塾大学大学院SDM研究科特任講師）
 渡辺 今日子（慶應義塾大学大学院SDM研究科特任助教）
 高坂 有良（慶應義塾大学大学院SDM研究所研究員）

イノベーティブ思考を実務に活かしたい方や、
上司やチームメンバーをどう巻き込めばよい
のか分からずに悩んでいる方にお薦めのワー
クショップです。「どうすれば関係者の理解を
得やすいのか」、「どのようにチームで課題に取
り組めば良いのか」を、多くの企業を支援して
きた経験を踏まえてお伝えします。（共催：慶應義塾大学大学院システムデザ
イン・マネジメント（SDM）研究科附属SDM研究所イノベーティブデザインセンター）
■ 日時：10月21日（水）19:00～21:00（18:30より受付）
■ 会場：4階 セミナールームA（会議室）　■ 定員：24名   ■ 参加費：2000円

▶ 参加申込：電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講座
名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約
を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

e v e n t  s c h e d u l e

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

10・11月の講座 

アントン・ラファエル・メングス 
《マリア・ルイサ・デ・パルマ》 

1765年 油彩、カンヴァス 48×38cm
プラド美術館蔵 ©Archivo Fotografico, 

Museo Nacional del Prado. Madrid.

江戸時代の終わりの万延元年遣米使節の派遣や明治維
新後の岩倉使節団の世界周遊は、異なる文明との出会い
であり、その経験は明治日本の国づくりに大きな役割を
果たしました。今回の展示では幕末・明治期に海外経験
をした日本人達に関する本をピックアップし、彼らが帰国
後どのようなことを成し遂げたかについて紹介します。

歴史を学ぶ人間は、その思考に深みを増し行動に自信
を持つことができる。日本の公民として安定した物の
考え方を学ぶには、歴史の知識が不可欠となる。グ
ローバル化時代に必要な歴史の学び方について考え
てみたい。 ― 山内昌之

■ 日時：11月3日（火・祝） 14：00～15：30（13：30より受付）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）

歴史の学び方 －なぜ読書をするのか
講師：山内 昌之（東京大学名誉教授）

3
(火・祝)

11

古文書専門塾として、初心者から経験者まで
楽しみながら学んで頂ける「古文書塾てらこや」。
多種多様な講座を開講します。

◎ 古文書の魅力に出会う【入門コース】
 筆字のくずし字を初歩から学べます。

◎ 古文書から見えてくる多様な世界に感動する【本科コース】
 くずし字の史料を読み解いて歴史の真実に迫ります。

◎ 歴史の躍動を感じる【特別講座】
 江戸時代の多様な資・史料を用いて、歴史の具体像を楽しみます。

■ 期間：10月3日（土）～順次開講 ■ 会場：４階セミナールーム（会議室）■ 定員：23名
（申込順）■ 参加費：【入門コース】【本科コース】各33,600円（全10回講座・6ヶ月分、別途
資料代1,000円）【特別講座】各13,650円（全5回講座・3ヶ月分、別途資料代500円）※翻字
者育成講座には別途テキスト ハーバード大学美術館蔵『源氏物語 蜻蛉』（税込1,944円 
2014年 新典社）が必要です。（当館でのご用意も承ります。）※古文書塾てらこやに関する
資料をご希望の方にはご無料で送付いたします。■お問合わせ：電話 03-3502-3340

10月開講
受講生募集中

秋も深まり、何をするにも気持ちの良い季節です。読書も食欲も芸術もあれも
これもと欲張りな方、ぜひ日比谷図書文化館へお越しください。図書フロアで
秋の夜長に読みたい本を見つけ、レストランやカフェで食事やお茶を楽しみ、
10/13から開催の特別展で江戸の文化に触れる。贅沢な秋を満喫できます。
また、日比谷公園では美しい紅葉と共に、鉄道フェスティバル（10/10・11）や
ガーデニングショー（10/17～25）など様々なイベントも楽しめます。

定員に達した為
受付を終了しました。

定員に達した為
受付を終了しました。

定員に達した為
受付を終了しました。

初回日曜日・時間講座名

入門コース
（６ヶ月）
120分
全10回

本講座
（６ヶ月）
120分
全10回

特別講座
（3ヶ月）
90分
全5回

（火） 10：10～
（火） 13：30～
（木） 13：30～

10/16
10/5

10/15
10/13
10/13

（金） 18：30～
（月） 18：30～

10/9（金） 10：10～

10/5（月） 18：30～

いろはの次 

10/21（水） 13：30～武家文書を読む  ― 老中にみる幕府官僚事情
10/9（金） 18：30～江戸のコミック(黄表紙)と滑稽本を読む
10/10（土） 13：30～絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎（応用編）

古文書のいろは  筆字のくずし字

文人画と碑文―掛軸を読む

10/6（火） 19：00～
10/7（水） 10：10～浮世絵を読む
10/14（水） 19：00～女性の風俗を読む
10/8（木） 13：30～
10/8（木） 18：30～
10/3（土） 10：30～
10/15（木） 18：30～

くずし字で読み解く茶の湯の伝書
江戸を楽しむ  ― 続・江戸の寺社あれこれ
絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎（入門編）
※【翻字者育成講座】ハーバード大学蔵「源氏物語 蜻蛉」を読む

大久保利通の手紙を読む

日比谷カレッジ 古文書塾てらこや 10月期本講座開講

10月20日（火）

12月28日（月）
「明治日本のリーダーたちの海外渡航 
～『米欧回覧実記』をはじめとして～ 」

特 別 研 究 室 ミ ニ 通 信
■ 特別研究室企画展示

岩倉使節団（東洋文化協会著
『幕末明治文化変遷史』より）

大江戸大変
江戸時代の海外知識

▶10月3日（土）～


